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農学科の令和２年度

卒論発表会を開催しました！

令和２度農学科卒業論文発表会を、12月

17日(木)に開催しました。11月に開催され

た意見発表会同様、「３密状態の回避」の

ために２会場（大講義室に２年生、和耕寮

食堂に１年生）を使用して、リモートで会

場間を繋ぎました。

農学科では、２年生全員が１人１課題以

上のプロジェクト活動に取り組んでいま

す。学生自らが農業を学ぶ中、また専攻実

習に取り組む中で感じた疑問点や改善点を

課題とし、様々な試験を行いながら得られ

たデータを科学的に検証し、卒業論文とし

てまとめます。

卒業論文発表会はその成果の発表の場

で、専攻毎に選抜された２年生９名（昨年

度に引き続き養豚・養鶏専攻から２名発表

しました）が10分間の発表を行うもので、

自分の取り組んできたテーマを全学生の前

で発表できる絶好の機会です。

当日は、いずれの発表者も専攻の代表で

あるという自覚と責任を持って、素晴らし

い発表を行いました。

[９名の発表者]

審査は、堤校長始め４名の審査員が「発

表内容」「発表方法及び態度」「質疑に対す

る応答」の各審査項目に基づいて実施し、

最優秀賞１名と優秀賞２名を選出しまし

た。

各賞の受賞者は以下のとおりです。

最優秀賞：星川 優（養豚・養鶏専攻）

「夏季における豚精液性状の改善と繁殖

成績の向上」

優 秀 賞：平野翔吾（作物専攻）

「特別栽培米「コシヒカリ」における深

水栽培の検討～環境測定ＩＴセンサー

の活用～」

優 秀 賞：宮薗航平（露地野菜専攻）

「サトイモにおける種芋の「逆さ植え」

が収量に及ぼす影響」

［喜びの受賞者と校長］

（左から平野君、校長、星川君、宮薗君）

審査委員長である堤校長の講評では、限

られた期間や条件の中での取組に苦労した

と思うが、どれもレベルの高く内容のある

素晴らしい発表であったと本人や専攻の関

係者に労いの言葉がありました。

（農学科 野田 輝夫）
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東海・近畿ブロック農業大学校学生

研究及び意見発表会に参加しました

東海・近畿ブロックの農業大学校９校

による学生研究及び意見発表会が、令和３

年１月14日(木)に、奈良県立なら食と農の

魅力創造国際大学校の主催で開催されまし

た。今年度は、新型コロナウイルス感染予

防対策のため、Zoom ミーティングを利用
したリモート開催となりました。

この発表会には、本校の代表として、研

究発表の部に平野翔吾君（作物専攻２年）、

意見発表の部に中村彩乃さん（養豚・養鶏

専攻１年）の２名が参加しました。

平野君は「特別栽培米「コシヒカリ」に

おける深水栽培の検討 ～環境測定ＩＴセ

ンサーの活用～」と題して、中村さんは「豚

への愛とともにとんかつを食べる」と題し

てそれぞれ発表しました。

両名とも、本校での発表会の時よりも発

表方法を工夫するとともに、練習も重ね、

研究の成果や自らの考え・思いを、カメラ

を通して、表現力豊かに訴えていました。

９名の審査員による厳正なる審査の結

果、中村さんは第１位の最優秀賞を、平野

君は第４位の成績を収めました。

この結果、中村さんは２月19日(金)に開

催される「全国農業大学校等プロジェクト

発表会・意見発表会」に、東海・近畿ブロ

ックの代表として参加することになりまし

た。ただ、今年度の全国大会は、新型コロ

ナウイルス感染予防対策のため、発表する

様子を撮影した動画を全国大会事務局へ送

付、審査員はこれらの動画を見て審査項目

に沿って審査する方式で運営されます。従

来とは幾分勝手が異なりますが、東海・近

畿ブロック大会に続いての全国大会での健

闘が期待されます。

（農学科 野田 輝夫）

高校生が農業大学校の実習を体験

令和２年12月24日(木)に、本年度最後の

「緑の学園研修（１日農業体験学習）」を

実施し、12名が参加しました。

午前に農大の概要説明と学生寮や校内の

見学を行いました。

午後は、農大生と交流（学生生活に対す

る意見交換）した後、参加者の希望する体

験コース（花き、野菜、畜産）に分かれ、

専攻実習を体験しました。冬休みの当番で

出校している学生と共に、キクのさし芽や

野菜の収穫作業、牛の体重測定等を行いま

した。寒い中での実習でしたが、専攻の指

導職員や学生から指導を受けながら、真剣

に取り組んでいました。

参加した高校生からは、「参加して良か

った。優しく教えてくれて実習が楽しかっ

た。農大に入学したい。」との感想が聞か

れました。

［ニンジン収穫後の洗浄］

［キクのさし芽］
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「緑の学園研修」は、農業体験実習を通

して農業への関心を深めてもらうことを目

的に、高校生を対象に毎年開催しています。

本年度の研修は４回（夏季３回、冬季１

回）実施し、134名の参加者があり、無事

終了することができました（昨年度５回実

施、131名参加）。

参加者の83％が県内農業高校生で、参加

者の50％が高校３年生で、73％が非農家で

した。

この体験研修は令和３年度も開催する予

定です。

（就農支援科 柴田 健）

農大からのお知らせ

◇新型コロナウイルス感染防止の

ためのお願い◇

校内における新型コロナウイルス感染防

止の徹底を図るため、３つの密を避け、マ

スクの着用、手洗い・手指消毒を励行する

など、学生や研修生、職員への感染防止対

策に取り組んでいます。来校される皆様の

御理解と御協力をお願いします。

なお、行事等については、新型コロナウ

イルス感染症の状況により、延期もしくは

中止となる場合があります。その際は、農

業大学校ホームページ等でお知らせしま

す。

◇令和２年度卒業式◇

農学科の令和２年度卒業式を次のとおり

開催します。

・期 日：令和３年３月５日(金)

午前10時から

・場 所：中央教育棟３階 大講義室

・問合せ先：学務科（伊藤）0564-51-1602

◇生産物実習販売ごよみ◇

令和３年２月の生産物実習販売について

お知らせします。

・販売日：２月３日、10日、17日、24日

（祝日を除く毎週水曜日です。）

・時 間：午後３時から

・場 所：農業大学校体育館他

※なお、袋入り堆肥は、第２機械庫前で

販売します。（毎月第２水曜日）

・問合せ先：農学科(山本) 0564-51-1673

校内で家畜伝染病防疫対策実施中

農大では、鳥インフルエンザや豚熱

など、家畜伝染病防疫対策を以下のと

おり実施中です。来校される皆様の御

理解と御協力をお願いします。

○畜舎のある衛生管理区域への関係

者以外の立入禁止

○農大内の主要な通行ポイントに消

毒用の消石灰を散布

○関係車両等の消毒の徹底

（車両消毒槽、動力噴霧器）

○その他、諸防疫対策を実施

◇農業大学校の公式 SNS の

アカウントを開設 !! ◇

農業大学校の公式 SNS として Twitter、
Instagram のアカウントを開設しました。
ユーザーネームは「aichinoudai」です。
学校行事や専攻学習・実習販売の情報

等、日々の活動を投稿していきますので、

是非御覧ください。

・問合せ先：農学科（古川）0564-51-1673
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